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第 25 号 令和４年１２月２３日（金）

学校だより三和中ＪＵＭＰ
三和中学校１８４

２学期を振り返って・決意をあらたにする冬
今日で二学期が終わります。
感染状況が落ち着き、サンスポ、三線発表会、修学旅行と多くの学校行事が行われ、充実した二学期でした。
二学期スタートすぐに行われたサンスポは、今年度初めての学校行事で、最初どんな盛り上がりを見せてくれるのか

少し不安でしたが、そんな心配は競技開始とともに吹き飛ばされました。走競技中心の開催でしたが、皆さんの動きは
素晴らしく、特に一生懸命走っている仲間をみんなで応援、たたえ合う姿は見ていてとても微笑ましく、嬉しくなりまし
た。さすがは、三和中生、和の心が息づいているなあと感じた行事でした。
三線発表会ではクラスが一丸となって演奏し、保護者、地域の皆さんがとても熱心に聞いておられました。「三和中

の名物になれそうですね」「練習の時から学校全体に三線の音色が響きいい学校だなと思った」と皆さんの取組を称
える声がたくさんありました。皆さんがこの発表会を通して得た「三和中学校出身の生徒は三線が弾ける」という引き
出しは、将来にわたってどこにいっても誇れるもの。それを手に入れたように感じます。三和中だけでなく地域の素晴ら
しい伝統が築かれた行事でした。それでこそ、三和中生、やるときはやるなあと感じた行事でもありました。
三年生は修学旅行が、最高でしたね。どこにいっても元気な挨拶と、人懐っこく礼儀正しい振る舞いは賞賛の嵐でし

た。三年生の結束力がさらに強まり一体感が生まれた、まさに一生の思い出となる旅行でした。やっぱり、三年生、学校
の顔、自分たちで楽しみ、自分たちで律することができるすばらしい学年だなあと思った行事でした。
学校外では、中文連文化祭で 30 名の生徒の皆さんによる米須エイサーを、 4 名の生徒の皆さんが三線を堂々と演

舞を披露してくれました。大変素晴らしい演技で会場全体の空気が三和中一色になったような気がしました。米須エイ
サーはその後、美ら島沖縄文化祭、地区代表として県中文連文化祭でも披露されました。見事な活躍でした。
皆さんは、この二学期、今紹介しただけでも、多くの行事また部活動を通して、学級、学年、学校を高めています。そ

の努力は自分自身を高めることにつながったと思います。本当によく頑張りました。そこには、苦しさも、楽しさも、涙も
笑いもあったことだと思います。皆さんの懸命な努力は感動の連続でした。
ところで、皆さんは今日努力と活動をまとめた通知表をもらいます。成績が思うようにいかなかった人もいるかもしれ

ませんが皆さんには「すばらしい力」があります。２学期の行事、活躍を見てもそう思います。
絵の得意な人、歌の上手い人、機械いじりの好きな人、話が上手な人･･みんな「すばらしい力」を持っています。そうい
う力を出すために勉強したり、本を読んだり、体験して感動したりして力が自然と湧いてきます。その力が初めて出た
時、認められた時「あっ、自分にはこういう力があるのか」と気づく、そういうものだと思います。ですから、二学期に頑張
ってできたこと、できなったことを振り返り、次の三学期に向けて色々なことに挑戦してほしいと思います。
三年生にとっては、冬休みは貴重な時間です。しっかり計画を立て、卒業後の新たなステージに向けて目標をしっか

り見据えて努力を惜しまず学習してほしいと思います。
冬休みは短いですが、年末は是非、家族と協力して新年を迎える準備をしてほしいと思います。そして、新年。一年の

大切な節目の時です。これからの夢や目標を決意したり、誓ったりして自分をより良い方向に向かわせる気持ちで迎え
てほしいと思います。家族で一年の抱負を声に出して、確認できるとより決意も固まるのではないでしょうか。
皆さんが三学期、事件事故にあわず、目標に向かう気持ちを胸に、すがすがしい気持ちでスタートできることを期待

します。
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12/7 ２年生：PBL授業発表会

12/８ ３年生：マナー教室

日 曜日 行 事 内 容

４ 水 仕事始め
６ 金 ３学期始業式・学級役員任命式
９ 月 成人の日(公休日)

１０ 火 実力テスト(国理英)
１１ 水 実力テスト(社数)
１２ 木 人権・安全の日
１３ 金 糸満市教育の日・学校公開日

PTA 主催「車椅子ﾄﾗﾍﾞﾗｰ三代達
也さん教育講演会」

１５ 日 t 家庭の日・ファミリー読書
１７ 火 生徒会役員任命式・引継式

虐待防止の日
１８ 水 教育相談旬間～２７日
１９ 木 PTA役員会
２０ 金 英検③
３０ 月 ３年進路面談⑤⑥～2/1(水)

1月行事予定

12/6ハンセン病問題から学ぶ人権講演会

12/13 1年生：福祉学習「認知症サポーターになろう」


